
 

 

資料２ 

ビジョンの推進体制について(p25) 
 

具体的イメージ案 

 

○ 窓口機能 

（キーワード：コンシェルジュ、面会、相談） 

 

・本庁（農政課）に設置 

・本庁各課や振興局・農業改良普及センター等地域機関に寄せられる情報や相談を収集 

・関係機関との情報共有 

・解決に向けた相談、関係団体・機関との連携、専門機関の紹介 

・ＩＴネットワークを活用した情報管理（蓄積、フリーアクセス、提供、交流） 

 

○ 伴走機能 
（キーワード：応援隊、相談、実証、マッチング） 

 

・本庁と地域機関の府職員と関係機関など横断的メンバーで構成する○○隊 

・京の農業応援隊に加え、水産業普及指導員、畜産応援隊、林業応援隊を新たに設置 

・課題に応じて、地域、業種など様々な関係団体とマッチング、相談 

 

○ ラボ機能 
（キーワード：シンクタンク、試験研究へのつなぎ、中期・短期課題） 

 

・本庁（農政課、農業会議）に設置 

・農地集約、農業ビジネス、人材育成、移住促進など窓口相談から情報共有 

・地域課題（担い手不足、高齢化、少子化、農山漁村の維持等）の研究 

・大学・シンクタンク、研究機関との共同研究 →専門家との連携 

 

○ ＰＲ機能 
（キーワード：府民参画、府民協働、府内外交流、関係人口増加） 

 

・本庁（農政課＋各課）＋地域機関で構成するＰＲチーム 

・関係団体、広報媒体などと連携 → 専門家 

・農林水産業・農山漁村の「京都ならでは」「京都らしさ」の魅力を発信 


